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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、タイにおけるフィールドワークを通じて、人間が他者とともに日常生活を
送る群居性動物であるということを、「共同性」の極限ともいえる沸騰した社会運動の記憶の語りを通じて明らかにす
ることである。かつての民主化とその後の「森に入った」経験が彼らの現在性について持つ意味についての考察を、タ
イの現状の動向も注視しつつ分析を行った。そこから、記憶が再編成され、「共同性」の複雑な様相が明らかとなった
。「共同性」とは常に現在進行形の状況的産物なのである。

研究成果の概要（英文）：This research casts the human being as social animals, living their lives with oth
ers, and explores on the narrative memory of social movements in which human beings reach the limits of 'c
ommunality'. In Thailand many students and farmers experienced the  1973-1976 democratic movement and the 
collapse of democracy. Some entered the jungle to join communist activities. I have analyzed their experie
nce in the background of the present political movements in Thailand and discovered a complexity of 'commu
nality' because of reorganizing social memories. 'Communality' is always to be described in the present-pr
ogressive form.
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１．研究開始当初の背景 
近年の人類学においては共同体（コミュニ

ティ）論の見直しがすすんでいるという学的
背景がある。1980 年代以降、グローバル化の
進展に伴う共同性の断片化、つまりネオリベ
ラリズムの時代における市場に直接関係を
もつ諸個人へと「社会」が分断され、人々の
つながりを断片化させていく現象がおきて
いる。従来の自然な帰属とみえたカテゴリー
が流動化しはじめ、従来の「共同体」の問い
直しが行われはじめている。そこでは、人格
的な親密さや相互扶助を伴う道徳的・情緒的
紐帯と特色とする伝統的「共同体」に対して、
異質な価値をもった人々が多元的に構成す
る空間としての公共性を対置する二元論が
批判される。新たな「共同体」論は、「公共
性：共同体」という二元論を越えてプロセス
に焦点をあてる（「特集 共同体という概念
の脱/再構築」『文化人類学』69-4、2004 年、
田辺繁治「コミュニティ再考」『社会人類学
年報』31,2005 年など）。このような共同性の
探求からは、プロセスとしての共同体が、い
かに生成され、変容していくのか、それは人
間の根源的な共同性といかにかかわってい
るのか、といったことがさらなる課題として
浮かびかがってくる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、タイにおけるフィールドワ
ークにより人間が他者とともに日常生活を
送る群居性動物であるということを、「共同
性」の極限ともいえる、沸騰した社会運動の
記憶の語りを通じて明らかにすることであ
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、その課題を、ミクロなフィール
ドにおける人々の行為や語りから人間社会
の理論的視野広げることを追及する人類学
的手法により、申請者が 20 年間にわたって
フィールド調査を行ってきたタイ社会の
1976 年の民主化運動が破綻した後に「森に入
る」(khao pa）経験をした人々の経験を通し
て行った。 
2010 年度は、バンコクにおいて、現在のタイ
における赤シャツ派と黄シャツ派に分裂し
た政治状況の実際の集会に参加して、インタ
ビューを行った。さらに、タイの著名な政治
学者であるチャイワット氏と意見交換を行
った。 
また、北タイのチェンマイおよびランプーン
において、北タイの森に入った経験者のライ
フヒストリーを含めたインタビュー調査を
行った。その際には、語りの状況をビデオに
とり、記憶語りの分析のための資料を蒐集し
た。森の入った人々にもさまざまなカテゴリ

ーを見出すことができ、学生や知識人、農民、
元共産党員など、共有する経験と異なる参与
の仕方を見出すことができた。 
2011 年はかつての共産主義運動の中心の 
一つであった、チェンマイからラオス国境に
むけて車で約６時間のパヤオ県のサンティ
スック村にて、モン族の元共産党員およびチ
ェンマイの元共産党員にインタビュー調査
を行った。 
2012 年度は、北タイのプーチーファーと東北
タイのカオ・コーという少数民族モン族が拠
点したかつての共産主義運動に参加した
人々にインタビュー調査をおこなった。現在
の土地返還運動にも直結する問題であるこ
とが明らかとなった。 
最終年度の 2013 年度は、南タイのソンクラ
ー県、およびナコンシータマラート県の拠点
で活動した森に入った人々へのインタビュ
ー調査を行った。さらに、森から出た人々の
森を出て 20 年後からはじまったかつての同
志が組織化して記念碑をたてた場所（ソンク
ラー県）において、年次集会に参加し、記憶
の現在性について調査を行った。 
 
４．研究成果 
 タイにおいては、1973 年の「10 月 14 日政
変」によって、独裁をつづけていた軍事政権
が、学生運動の指導者たちを中心とした反政
府運動によって崩壊し、タイ政治の民主化が
進んだ。その事件は「学生革命」と呼ばれる
が、デモ参加者には職業学校や高校生、一般
市民も多かった。また、実際には、軍も鎮圧
を拒否し、王は政府に退陣を促すなど軍・政
府の協力によって成功した。その時の学生活
動家は、のちに「10.14 世代知識人」として
政治的発言力をもつようになった。ところが、
その成功は、学生運動の頂点であり、かつ衰
退のはじまりであった。軍事政権崩壊後は、
学生、農民、労働者の民主化運動が活発にな
り、1975 年 1月の総選挙では、左翼政党も議
席を獲得した。そんな中、軍や王室などが関
与して、学生主導に不満をもつ職業訓練生の
一部に、武装団「赤い野牛」を組織させ、学
生集会襲撃などを行わせた。1976 年 10 月 6
日に、民主化運動の中心となっていたタムマ
サート大学を警察と右翼大衆組織が、多数の
学生や活動家を殺害した。これ「10 月６日事
件」あるいは「血の水曜日事件」と呼ぶ。政
府発表では死者 46 人、負傷者 160 人、逮捕
者 2000 人となっているが、実際の行方不明
者はそれをはるかに超えていると思われ「10
月 14 日事件」後、多くの活動家は、「森に入
り」（khao paa）タイ共産党と合流して民主
主義の実現を社会主義革命へと転換させた。
活動家たちは次々とバンコクやチェンマイ
などの都市を離れ、タイ共産党の根拠地のあ



る森に入っていった。その数は2000とも3000
人とも言われているというが、申請者のチェ
ンマイでの予備調査では、チェンマイ大学の
学生の４分の１が森に入ったともいう。タイ
共産党もその活動を活発化させ、1978 年当時
はタイ共産党が浸透している地域は全国 71
県中 38 県に及び、同党の支配下にある村は
400 カ村、勢力が浸透している村は 6000 カ村
と報告されている。しかし、1979 年あたりか
ら、学生活動家とタイ共産党のイデオロギー
の対立や、1980 年のプレーム政権の投降者の
罪を問わないという政策によって大量の投
降が始まり、多くの活動家が都市に戻ってき
た。その多くがＮＧＯやマスコミ、大学の教
員となり、現在でも大きな社会的な影響力を
もっている。 
本研究は、すでに多くの記録のある民主化を
かちとった「10・14 日政変」に比べて、タイ
においても着手されたばかりでまだまとま
った検証がなされていない「10 月 6日事件」
のその後の「森の経験」をミクロな視点から
明らかにするところに第一の特色がある。ま
たそれを分析する視点も、マクロな人間社会
の共同性といった視点からなされることで、
特定地域の特殊な経験ではなく普遍的な即
件からの接近することで、たんなる事件誌に
とどまらない視野を内包するものである。こ
うしたミクロとマクロをつなぐ考察により、
記憶が再編成され、「共同性」の複雑な様相
が明らかとなった。「共同性」とは常に現在
進行形の状況的産物なのである。 
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